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かわにしミライ会議

無作為にえらんだ
2,000名の市民に招待
状を送付。

みんなが笑顔で暮らせ
るために川西市がめざ
すべき方向性と、それ
を実現するための方策
について、市民同士で
対話し考える場。
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         個別の取組みにかかる進捗状況（R５.２月時点）

今回は

①かわにしミライ会議
 ※実施中

②my grooveかわにし
 ※実施中

③転出者アンケート

④市長と語るかわにし
 Meeting
 ※実施済(分析の経過)

について報告。

①

②

③
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①かわにしミライ会議

●概要
 私たちが暮らしている川西市の 
 ミライをともに描き、それを実
 現するための方策について市民
 同士で対話する全３回の会議。

●参加者
 無作為にえらんだ15歳以上の
 市民2,000名のうち、参加を
 希望した方

●日時
第１回 令和5年1月29日(日)
 午前：55名  午後：67名

第２回 令和5年2月4日(土)
 午前：45名  午後：53名

第３回 令和5年3月5日(日)
 午前：135名（予定）
 

●第1回      「まちづくりカード」
誰でも・気軽に・楽しく話せる「まちづくりカード＜ローカルダイアログ＞」を使って、 
川西市のミライについて話し合う。

●第2回     「アイデアディスカッション」
前回話し合った川西市のミライを実現するために、優先的に取り組むことをグループで話
し合いながら、アイデアを生み出す。

●第3回（予定） 「テーマ別ディスカッション」
1 日目・2 日目に話し合ったアイデアを振り返りながら、
それぞれのテーマごとにグループに分かれ、議論を深める。

←【川西のミライを考える前に、
皆さんに読んでみてほしい資料】

https://www.city.kawanishi.hyogo.j
p/shiseijoho/1007418/sogokeikaku/
1016608.html
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①かわにしミライ会議
 

●「まちづくり」が特別なもの
 ではなく、本当は身近なもので
 あることと、この取組みに対す
 る市の想いを冒頭で説明。

【川西のミライを考える前に、
皆さんに読んでみてほしい資料】

https://www.city.kawanishi.hyogo.j
p/shiseijoho/1007418/sogokeikaku/
1016608.html
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①かわにしミライ会議
 

●新しい総合計画が
「みんなで取組み、
達成をめざすもの」
であること

●今回の取組みが、
総合計画策定のプロ
セスとどのように関
わっていくか
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①かわにしミライ会議
 

●16歳から80歳代まで、幅広い
 世代の方が参加

 お子さま連れの参加も歓迎
 ※一時保育にも対応
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①かわにしミライ会議
 

●レゴシリアスプレイ

・レゴブロックを用いたア
 イスブレイク

●ローカルダイアログ

・川西がどんなまちになっ
 たらいいだろうか。その
 ミライを実現するために、
 誰がどんなことをしたら 
 いいだろうか

↑第1、2回ではこれらを考
える準備段階として、「今
の川西ってどんなまちだろ
う？」ということを、カー
ドを使いながら市民同士で
対話を進めた

 ※議論の課程や結果は
  集計・分析中

大項目 小項目 地域資本力カード（ダイアログカード）

仕事にやりがいや生きがいを感じている人が多いと思う

心が安らげる時間を持つことができる場や機会があると感じている人が多いと

思う

愛着や誇りを感じる地域だと思う

行政の様々な取組みに何らかの形で参画している人が多いと思う

より多くの住民を巻き込んで政策推進や地域活動を行う工夫が見られていると

思う

行政と地域で情報共有が図られ地域の課題解決につながる取組みが進んでいる

と思う

地域に頼れる人がいると感じている

地域にサポートが必要な人（高齢・障害・単身など）がいるかどうかを把握で

きていると思う

子どもから高齢者まで多くの世代が参加できるような地域活動があると思う

住んでいる地域は、地域のために地域外とも連携した取組みをしたいと思って

いる人が多いと思う

住んでいる地域は、自分が望む子育てができるような環境があると思う（子育

てに関する家族や地域、会社のサポート、社会制度などを含）

住んでいる地域は、将来の夢や希望の実現に向けて学べる環境があると思う

住んでいる地域は、障害がある人とない人が共に交流したり、活動する場があ

ると思う

住んでいる地域は、高齢者や障がい者にも暮らしやすいと思う

住んでいる地域は、災害時に近隣と助け合う関係があると思う

住んでいる地域は、治安が良く、安心して暮らせると思う

住んでいる地域は、仕事や社会生活を含め、自分の持っている知識や技術を十

分に発揮できる機会（場）があると思う

住んでいる地域は、にぎわいや活気があると感じられる

住んでいる地域は、地域の資源（産業、文化・芸術・歴史、環境・自然）を活

かした取組みが行われている

住んでいる地域は、地域の文化・歴史に誇りを感じていると思う

住んでいる地域は、地域の文化・芸術活動が社会全体で守られ、活用されてい

ると思う

住んでいる地域は、節電、リサイクル、ごみ減量など、地域環境に配慮した生

活をしていると思う

１住民の幸せ度

２まちの幸せ度

４行政と住民の連携度

６ 地域外との 繋がり

度

９ 交通

10 防災・安全

11 産業

（働き方・暮らし）

13 文化・芸術・歴史

14 環境・自然

 A

まちと住民の

 well-being

B

行政と住民の

協働のしやすさ

C

人と地域の

つながりやすさ

５ 地域間の繋がり度

D 

くらしやすさ

７ 子育て・生涯教育

８ 健康・医療

E 

地域資源の豊かさ

12 産業（経済）
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②my groove（マイグルーヴ） かわにし
 

●my grooveかわにし

これまでの「市長と語る 
かわにしMeeting」や「か
わにしミライ会議」など、
対面の場に来られなかった
人でも、まちづくりの取組
みを知ったり、時間や場所
をえらばず気軽に発言・意
見交換できる場として、特
設サイトを令和5年2月開
設。

●my grooveかわにし

https://kawanishi.mygroove.city/

↑広報誌「みらいふ」R5.2月号 9



②my groove かわにし
 

●寄せられたコメ
ントの例（誰かの
返信や「いいね」
がついているもの
から一部抜粋）

➡市民同士で対話
（交流）が生まれ
たり、その後の活
動のきっかけにつ
ながる

20歳代の方2名が、地域への関わり
方についての考え（想い）を発信。

 地域に「誰でも気軽に参加でき
 る」環境があれば、若年者を含む
 多世代の交流が実現する可能性

行政に向けてではなく、
他の市民に対する問いかけが
されている
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③転出者アンケート
 
●実施のきっかけ
令和4年6～7月の「市長と語
る かわにしMeeting」や、
「第2次川西市総合戦略」策
定時におこなった令和元年の
「かわにし市民会議」などで、

・川西は特長がなく自慢でき
 るスポットや名物がない
・認知度が低く、他市在住の
 人との会話で困る

などの意見、体験談が複数回
寄せられた。

そこで、「元・市民」の視点
で川西の良かったところを聞
けないかと考え、転出者に対
してアンケートを実施。

●主な設問

・転出のきっかけ

・「今から思えば、川西のここが良かったな」
 と思うところ

・川西市での一番の思い出 など

11

アンケートの回答（一部）は、
令和5年1月から始まったかわにし
ミライ会議において、市民同士で
対話する際の参考資料とした
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43%
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70代
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80代
3%

90代
1%

回答者
年代別

③転出者アンケート
 
●転出者アンケートの概要
・目的
 総合計画の策定に当たり、
 川西市の良かった点、転出
 の理由、居住地の選定で重
 視した点などを把握し、計
 画への反映を図る 

・期間
  令和4年12月12日～
  令和5年1月13日

・対象者
 本市から令和3年4月1日～
 令和4年3月31日に転出し
 た方のうち、2，000名に
 アンケート用紙を送付

●回答者数
 558人（回答率27.9％）

回答者の多くが20～40歳代
（全体の82％）

●回答者数  558人



13

①自然や空

気等の環境

が良い

②交通の利

便性が高い

③治安がよ

い

④まちのイ

メージが良

い

⑤住宅の広

さや価格・

家賃

⑥親や子ど

もの家に近

い

⑦図書館や

文化施設な

ど、生涯学

習環境が充

実

⑧地域コ

ミュニティ

や地域の連

帯感

⑨医療施設

が充実して

いる

⑩小中学校

の教育環境

が良い

⑪レ

ジャー・娯

楽施設が充

実している

⑫その他

⑬子育て支

援が充実し

ている

⑭高齢者福

祉が充実し

ている

集計 313 283 261 168 114 98 94 75 71 56 53 51 31 14
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●設問（一部）
「今から思えば、
川西のここが良
かった」と思う点

●市民意識調査

「川西に住み続け
たい」と思う理由

※サンプル数や設問
など条件が一致しな
いため、比較は参考
程度

③転出者アンケート
令和3年度に実施した「市民意識
調査」でも回答の頻度が高く、市
の特長(強み)となっている

①、②、③

⑦、⑨ 「市民意識調査」と比べ転出後の
方が、回答数が高い傾向にある

（人）

自然環境
がよい

住み慣れ
て、愛着
がある

交通の便
がよい

買い物が
便利

治安がよ
い

親・子な
ど親族が
住んでい
る

近所づき
あいが良
好

子育て環
境がよい

仕事や学
校の関係

無回答
特に理由
はない

事業や資
産を継ぐ
必要があ
る

保健・医
療体制が
整ってい
る

その他
教育環境
がよい

福祉施
設・制度
が充実し
ている

文化施
設・催し
が充実し
ている

集計 489 406 334 278 229 133 94 60 48 28 25 22 20 20 18 15 14
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https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/shiseij
oho/1007418/sogokeikaku/1014405.html

Ｒ3年度 市民意識調査
（まちの未来をかんがえるアンケート）



「今から思えば川西市のここが良かった」と思う点 
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●市街地等へのアクセス

・市役所や図書館、病院など公共施設が川西能勢口駅に集結している

・大阪梅田まで阪急で30分ほどで出られる。利便性も兼ね備え、家賃

 高くないので住環境としては申し分なかった

・自転車が趣味で箕面、能勢、篠山へのアクセスが良かった。

 スーパーでイチジクが普通に買えたのも嬉しかった。

●都会と自然（田舎）

・キセラ地区に住んでいましたが、都会と自然が両方楽しめコンパ

 クトで良いイメージです。居住してた間取りが気にいってれば現

 在も住んでいたと思います

・都会過ぎず田舎過ぎず

・少し行けば自然が豊かなところ

●医療

・ワクチン接種を個々の病院を自分で探す必要もなく助かった

・小児救急があったのは今思えば本当に有り難かったです。こちらは

 ないので、川西市は良かったなとつくづくおもいます

その他意見抜粋

③転出者アンケート

●治安

・静かだったけど、人通りもあって女性一人暮らしでの不安が少な

 かった

・住んでいる方のマナーが良かった。大阪に引っ越して違いに驚き、

 川西で育ってよかったなと思いました。

●子育て・学校

・市外に出た後、結婚などで川西に戻って家を購入している同級生が

たくさんいます。子育てするにはとてもいい環境なんだと改めて思い

ました

・子どもが楽しめる公園が身近に沢山あったこと。保育所、プレイ

ルームの先生方が親身になってくださる優しい方々だったこと

・給食の食育、秋のスタンプラリー、医療費無料、夏祭り、公民館で

 の小学生向けふれあい工作

●その他

・市職員の対応が転居先より良い



④市長と語る かわにしMeeting

●開催期間
令和4年6月18日(土)～7月17日(日)
※各会場2時間

●開催回数
14回（小学校区ごとに開催）

●参加人数（総数）
 265 名
※各会場の定員は30名

●ミーティングで参加者に尋ねたこと

「最近、あなたが笑顔になったできご
とは何ですか」
   ↓
「みんなが笑顔で暮らせるために、ど
んなまちになったらいいと思いますか。
また、あなた自身はどんなことをして
いたいですか」

https://www.city.kawanishi.hyogo.jp /shiseijoho/1007418/
sogokeikaku/1015278.html

⬅　今回着目した点
頻出単語を中心に対話をふり返り、
市民がどのような暮らしを大切に
感じているかについて分析を行う。
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頻出が高い傾向にある単語
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単語 回数 単語 回数

子ども ２６５ 一緒 ４４

笑顔 １５４ 孫 ３８

地域 ９０
友人

友だち
３７

幸せ ７６ 娘 ３６

活動 ６４ ふたり ３６

家族
家庭

４８ 自治会 ２７

※ユーザーローカルテキストマイニングツール
 （ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析結果を参照

地域の活動が再開されて、
地元の草刈りや夏祭りが
できることがうれしい

３番目の孫ができてうれ
しい。孫のためにもいい

まちになってほしい

自治会で役員をしていて、
これまでずっと年長の方ばかり
だったが、最近同年代の人が興
味を持ってくれる人が増えた

ことし川西市に引っ越し
てきて、(小１の)子ども

に友だちができた

月１回活動するユニバーサル
カフェで、子どもたちがたく
さん来てくれてうれしかった

３年ぶりに家族と親戚が直
接集まって食事をしながら
話をした。何物にも代えが

たい喜びだった

コロナ禍もありウェブ飲み会を
余儀なくされていたけど、最近
近所のお店で友人と楽しくお酒

が飲めてよかった

兄弟で雨の日に他愛ない話や
遊んでいるのを見ながら家族
が一緒にいるのがうれしい

中学生の娘と本屋で過ごしたり
楽しく過ごせた。大人になって

も行けたらいいな

昨年末に引っ越してきて、ふ
たりで近くの公園で遊んでい
るところを見て笑顔になった

「最近、あなたが笑顔になったできごと」

④市長と語る かわにしMeeting
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こんなやりとりもありました

PTA ２４回

成長 １６回

ホタル ８回

音楽 １０回

毎日
日々
日常

２０回

近所 １４回

自然 １５回

PTA活動を身近に感じてもら
うため公式LINEを作り、趣向
を凝らした情報発信を続けた
ら、当初20だった登録者が今

では約120まで増えた

日中は仕事で不在にするこ
とが多く、その間高齢の母をひ
とりにして心配だったけど、

近所の人がお菓子やお昼ご飯を
持ってきてくれたり、マッサー
ジをしてもらったことを母から

聞いて笑顔になった

「最近、あなたが笑顔になったできごと」

音楽が好きだったのに難聴
で一時聴かなくなったけど、
新しい補聴器で聞けるよう
になって、楽しみがふえた

地元の川でホタルがたくさん出
て、楽しいひとときを与えても
らった。これからも楽しませて

ほしい。

子どもが日々成長してい
くことを見たり感じたり
できることがうれしい

自然豊かで毎朝鳥の声で
目覚める中で、昨年近く

にメジロが巣をつくって、
無事に育ってくれたこと

はいいなと感じた

単語 回数(凡例)

④市長と語る かわにしMeeting
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